
 （単位：千人）

1,781　　　  

1,652　　　  
1,701　　　  

1,769　　　  1,771　　　  

広報ひらど 平成28年６月号 24 

平成26年

平成27年

  前年比

●外国人宿泊客の推移　　　  

観光客数

宿泊客数　

宿泊客延滞在数

日帰り客数

観光消費額

観光施設入館者数

修学旅行客数

1,781,309人

248,194人

372,292人

1,409,017人

102億2,400万円

261,347人

82校11,105人

（　0.7％　     12,593人の増）

（　0.1％　　　  146人の増）

（　0.1％　　　  220人の増）

（　0.9％　     12,373人の増）

（　0.5％　約4,900万円の増）

（  15.2％　  34,461人の増）

（ ８校増           1,275人の増）

●平成27年観光客の動向結果　　　  　　 ※（　）は対前年比増減

 台湾

1,464

2,891

1,427

 　韓国

　3,955

　6,676

　2,721

 香港

  451

  685

  234

 中国

1,057

2,888

1,831

   英国

    291

    323

  　32

   その他

       449

       483

         34 

     合計

    7,667

  13,946

    6,279

H27H26H25H24H23

●平戸市観光客の推移　　　  

※その他の詳しいデータについては市ホームページに掲載しています。

1,600　　　  

1,700　　　  

1,800　　　  

 （単位：人）

数
が
増
加
し
た
要
因
と
し
て
、
西
九
州

自
動
車
道
の
延
長
に
よ
り
福
岡
や
佐
賀

か
ら
の
入
り
込
み
客
数
が
伸
び
て
お
り
、

日
帰
り
客
数
が
増
え
た
も
の
と
分
析
し

て
い
ま
す
。

　

宿
泊
客
数
に
つ
い
て
は
、
宿
泊
支
援

対
策
に
よ
る
効
果
や
、
福
岡
の
大
手
進

学
塾
の
企
画
合
宿
、
夏
の
海
水
浴
シ
ー

ズ
ン
は
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

微
増
し
ま
し
た
。
特
に
、
夏
の
旅
行
商

品「
平
戸
で
遊
ぼ
う
」の
効
果
が
大
き
く

７
月
〜
９
月
の
３
カ
月
を
比
較
す
る
と

１
６．

６
％
増
加
し
ま
し
た
。

　

修
学
旅
行
は
、
82
校
１
万
１
，
１
０

５
人
と
前
年
よ
り
８
校
１
，
２
７
５
人

（
対
前
年
比
１
１
３.

０
％
）増
加
し
ま

し
た
。
体
験
民
泊
に
よ
る
修
学
旅
行
は
、

全
国
で
も
有
数
な
規
模
と
内
容
を
加
味

し
た「
一
般
社
団
法
人
ま
つ
う
ら
党
交
流

公
社
」の
実
績
も
あ
り
、
55
校
７
，
１

７
１
人
と
前
年
よ
り
３
校
３
６
８
人

（
対
前
年
比
１
０
５.

４
％
）増
加
し
ま

し
た
。
依
然
、
体
験
民
泊
ニ
ー
ズ
は
高

い
推
移
を
み
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
も
需
要
が
伸
び
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

観
光
施
設
入
場
者
数
は
２
６
１
，
３

４
７
人
と
前
年
よ
り
３
万
４
，
４
６
１

人（
対
前
年
比
１
１
５.

２
％
）増
加
し

ま
し
た
。
平
成
26
年
３
月
末
か
ら
集
計

を
開
始
し
た
田
平
天
主
堂
は
、
対
前
年

比
２
１
３.

８
％
と
前
年
を
大
き
く
上

回
り
ま
し
た
。
ま
た
近
年
減
少
傾
向
に

あ
っ
た
平
戸
城
で
は
、
夏
の
旅
行
商
品

「
平
戸
で
遊
ぼ
う
」の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
、
お
化
け
屋
敷
を
開
催
し
た
こ
と

で
入
場
者
数
が
伸
び
て
い
ま
す
。

　　

平
成
27
年
の
市
の
観
光
客
数
は
、
１

７
８
万
１
千
人
と
前
年
よ
り
約
１
万
３

千
人（
０．

７
％
）増
加
し
ま
し
た
。
日

帰
り
観
光
客
は
１
４
０
万
９
千
人
で
前

年
よ
り
約
１
万
２
千
人（
０.

９
％
）の

増
加
と
な
り
、
宿
泊
客
数
は
24
万
８
千

人
で
前
年
よ
り
約
１
０
０
人（
０.

１
％
）

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
観
光
消
費
額

は
、
１
０
２
億
２
，
４
０
０
万
円
で
約

４
，
９
０
０
万
円（
０.

５
％
）増
加
し

ま
し
た
。
平
成
27
年
の
日
帰
り
観
光
客

　平成27年の外国人観光客数は、１万3,946人と前年より
6,279人（81.9％）増加しました。
　「東アジア誘客３県都市連携会議」のＰＲや、長崎の教会群
とキリスト教関連遺産の田平天主堂を巡る韓国からの巡礼ツ
アーに加え、中国・台湾・香港からの漁師体験ツアーも好調
だったため、観光客数が大きく伸びています。

平
成
27
年
の
分
析

　

市民一人ひとりが取り組むこと「観光客が乗ったバスを見かけたら、手を振って歓迎の気持ちを表しましょう」

▲外国人にも人気の漁師体験

観
光
統
計

平
成
27
年
平
戸
市
観
光
の
概
要

お
問
い
合
わ
せ

　

観
光
課
観
光
振
興
班

　　

内
線　
２
２
７
４

外国人観光客が       　％増82

※その他の詳しいデータについて

市民一人ひとりが取り組むこと「

▲外国人にも人気の漁師体験

平戸市からのお知らせ

募　

集申
・
問
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　
　
　

☎
内
線
２
５
７
４

乳
幼
児
へ
の
育
児
用
品
貸
出
事
業

の
第
２
期
募
集
に
つ
い
て

　　

乳
幼
児
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
し
、
保
護

者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
育
児

用
品
の
貸
し
出
し
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

○
貸
出
用
品
と
貸
出
期
間

　

①
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
15
台
・
最
長
１
年

　

②
ベ
ビ
ー
ス
ケ
ー
ル（
体
重
計
）20
台
・
１

　
　

〜
３
カ
月

　

③
ベ
ビ
ー
バ
ス
10
台
・
１
〜
３
カ
月

　

④
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
10
台
・
最
長
１
年

　

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
し
ま
す
。

　

※

育
児
用
品
の
貸
し
出
し
・
返
却
は
、
福
祉

　
　

課
子
育
て
支
援
班
ま
た
は
各
支
所
地
域
振

　
　

興
課
、
各
出
張
所
が
窓
口
と
な
り
ま
す
。

○
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
乳
幼
児　

　
【
平
成
28
年
９
月
30
日（
金
）ま
で
に
出
産
予

　

定
を
含
む
】の
保
護
者
ま
た
は
里
帰
り
先
の

　

祖
父
母
な
ど
。
た
だ
し
、
保
育
料
な
ど
の
滞

　

納
者
を
除
く
。

○
申
請
方
法　

印
か
ん
と
母
子
健
康
手
帳
を
持

　

参
の
上
、
市
民
課
総
合
受
付
窓
口
ま
た
は
各

　

支
所
地
域
振
興
課
、
各
出
張
所
に
備
え
付
け

　

の
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
申
請

　

し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
期
間　

６
月
１
日（
水
）〜
14
日（
火
）

　

※

出
産
予
定
日
の
２
週
間
前
か
ら
貸
し
出
し

　
　

可
能
で
す
。

　

※

貸
出
用
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

　
　

ー
ト
の
購
入
費
の
一
部
は
、「
ふ
る
さ
と

　
　

納
税
寄
附
金
」 

を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

夏
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
平
戸
港
夏
ま
つ
り
を
８

月
６
日（
土
）に
開
催
し
ま
す
。
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
を
飾
る
花
火
で
は
、「
メ
モ
リ
ア
ル
花
火
」

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
日
ご
ろ
の
感
謝
の
気
持

ち
や
、
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
花
火
に
託
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

○
打
上
玉　

４
号
玉（
花
火
展
開
時
、
直
径
約

　

１
３
０
ｍ
）

○
料　

金　

一
口　

１
万
円（
２
発
）

○
募
集
人
数　

10
人（
先
着
順
）

○
文
字
数　

20
字
程
度

○
申
込
締
め
切
り
日　

６
月
24
日（
金
）

○
申
込
方
法　

観
光
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
掲
載
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

　

料
金
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　　　

古
来
よ
り
あ
る
和
船（
櫓
漕
ぎ
）を
使
い
、
そ

の
速
さ
を
競
う
大
会
で
す
。
生
月
町
内
外
を
問

わ
ず
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
大

会
終
了
後
に
魚
の
つ
か
み
取
り
と
和
船
櫓
漕
ぎ

お
よ
び
乗
船
体
験
も
で
き
ま
す
。

○
と　

き 

７
月
17
日（
日
）　 

開
会
式
：
午
前

　

９
時
、 

競
技
開
始
：
午
前
９
時
30
分 

○
と
こ
ろ 

生
月
町
舘
浦
宮
の
下
広
場
・
港
内 

　

一
円

○
申
込
締
め
切
り
日　

６
月
15
日（
水
）必
着

○
参
加
費　

１
チ
ー
ム （
定
員
６
〜
８
人
）

　

２
，
０
０
０
円

○
予
定
さ
れ
て
い
る
部
門
・
イ
ベ
ン
ト

　

・
学
生
の
部

　

・
一
般
の
部　

　

・
女
性
の
部　

　

・
地
区
対
抗
の
部（
生
月
地
区
の
み
）

　

・
魚
の
つ
か
み
取
り（
参
加
費
５
０
０
円　

　
　

※

中
学
生
以
下
）

　

・
和
船
櫓
漕
ぎ
お
よ
び
乗
船
体
験（
無
料
）

　　

平
戸
港
夏
ま
つ
り
で
、
ダ
ン
ス
や
合
唱
、
演

奏
な
ど
を
披
露
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

○
出
演
日　

８
月
６
日（
土
）※

平
戸
港
夏
ま
つ

　

り
が
延
期
と
な
っ
た
場
合
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

　

ン
ト
は
実
施
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
申
込
締
め
切
り
日　

６
月
17
日（
金
）※

必
着

○
申
込
方
法　

観
光
課
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
掲
載
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　

し
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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申
・
問
観
光
課
内
平
戸
港
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　

☎
内
線
２
２
７
３

平
戸
港
夏
ま
つ
り
メ
モ
リ
ア
ル
花
火

を
募
集
し
ま
す

平
戸
港
夏
ま
つ
り
ス
テ
ー
ジ
出
演

団
体
を
募
集
し
ま
す

申
・
問
観
光
課
内
平
戸
港
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　

☎
内
線
２
２
７
３

申
・
問
舘
浦
競
漕
船
大
会
実
行
委
員
会

　
　
　
（
生
月
支
所
地
域
振
興
課
内
）

　
　
　

☎
内
線
４
１
３
５

舘
浦
競
漕
船
大
会
２
０
１
６
開
催

見て、話して、触れて、立つ
　5月14日、平戸文化センター中ホールで、平戸と長崎大学で育

てる地域医療講演会が開催されました。第９回目の今回は、東京

医療センターより本田美和子先生をお招きし、「優しさを伝える

ケア技術：ユマニチュード®」と題して主に認知症の人に対する

ケアや、コミュニケーション技術についてお話いただきました。

　講演では、触れる・話しかける・見ることの大切さについて実

際の症例を交えて、分かりやすく話されました。



平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ

募　

集問
ま
ち
づ
く
り
課
建
築
営
繕
班

　

☎
内
線
２
２
９
６

老
朽
化
し
た
危
険
な
空
き
家
の
除
却
に
対

し
て
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

問
建
設
課
地
籍
調
査
班

　

☎
内
線
２
２
８
９

地
籍
調
査
の
地
図（
地
籍
図
原
図
）お
よ
び

簿
冊（
地
籍
簿
案
）が
閲
覧
で
き
ま
す

地  区 閲覧場所字          名
鏡川第１－
２－１地区

鏡川第１－
２－２地区

大久保第６
－１地区

木場Ｂ－１
地区

迎紐差地区

鏡川町字／赤坂、岩ノ下、
大辻、坪田、冷水

鏡川町字／薄香浦、薄香
越、前岳

大久保町字／幸ノ浦、八
ケ島

木場町字／栗ノ坂、山ノ
頭

迎紐差町字／外首、垣洗
川、福田、園田、岡ノ崎、
前田、柴置、尾崎、水洗

平戸市役
所３階
小会議室

平戸市
ふれあい
センター
工芸室

問
市
民
課
生
活
環
境
班

　

☎
内
線
２
５
２
６

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
エ
コ
ラ
イ
フ
事

業（
節
電
・
省
エ
ネ
）に
参
加
し
ま
せ
ん
か

問
税
務
課
総
務
徴
収
班

　

☎
内
線
2
5
4
4

平
成
28
年
度
九
州
市
町
村
合
同
公

売
会
in
松
浦
を
開
催
し
ま
す

問
平
戸
図
書
館

　

☎
内
線
２
０
１
６

「
君
川
み
ち
子
氏
〜
昔
話
の
語
り

研
修
会
〜
」を
開
催
し
ま
す

問
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
班

　

☎
内
線
２
６
２
３

第
11
回
平
戸
市「
少
年
の
主
張
」大

会
を
開
催
し
ま
す

　

①
市
内
に
あ
る
木
造
の
建
物
で
、
空
き
家
で

　
　

あ
る
こ
と

　

②
半
分
以
上
が
一
般
の
住
宅
と
し
て
使
用
さ

　
　

れ
て
い
た
こ
と

　

③
周
囲
に
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
建
物

　

④
老
朽
化
に
つ
い
て
一
定
以
上
で
あ
る
こ
と

○
助
成
額

　

・
対
象
と
な
る
経
費　

建
物
除
却
額
の
80
％

　
　

ま
た
は
、
国
の
標
準
除
却
額
の
80
％
と
の

　
　

い
ず
れ
か
少
な
い
額

　

・
助
成
額　

対
象
と
な
る
経
費
の
２
分
の
１

　
　

で
80
万
円
を
上
限
に
助
成

○
申
請
締
め
切
り
日　

12
月
26
日（
月
）

　　　

市
で
は
、
地
震
発
生
時
に
木
造
住
宅
の
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
行
う
、
耐
震
診
断

な
ど
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
診
断
の
結

果
、
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
住
宅
を
、
耐
震

改
修
す
る
場
合
、
そ
の
費
用
の
一
部
に
つ
い
て

も
助
成
し
ま
す
。

○
対
象
住
宅（
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
こ
と
）

　

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
の
建
築
基
準
法
改
正

　
　

以
前
に
着
工
さ
れ
た
住
宅

　

②
申
請
者
本
人
が
所
有
し
、
居
住
す
る
住
宅

　

③
木
造
住
宅
で
３
階
建
て
以
下
の
住
宅

○
助
成
の
種
類
と
助
成
額

　

・
耐
震
診
断　

３
万
８
０
０
円
を
助
成

　

・
耐
震
改
修
計
画　

７
万
円
を
上
限
に
助
成

　

・
耐
震
改
修
工
事　

60
万
円
を
上
限
に
助
成

　　

古
江
町
の
半
元
キ
ャ
ン
プ
場
で
、
夏
休
み
の

思
い
出
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
予
約
開
始　

６
月
１
日（
水
）

　

※

平
日（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

　
　

の
み
の
受
け
付
け
で
す
。

　

※

開
設
後
は
半
元
キ
ャ
ン
プ
場（
℡
24‐
２

　
　

８
４
２
）に
直
接
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

○
入
場
料　

大
人
２
１
０
円
、
小
人
１
０
０
円

○
主
な
使
用
料　

バ
ン
ガ
ロ
ー（
６
人
用
）６
，

　

４
８
０
円
、テ
ン
ト（
６
人
用
）１
，２
９
０
円
、

　

サ
イ
ト
料
５
４
０
円

○
開
設
期
間　

７
月
９
日（
土
）〜
８
月
31
日（
水
）

○
そ
の
他　

鍋
や
飯
ご
う
な
ど
備
品
の
貸
し
出

　

し
を
有
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
安
全
・
安
心
な
住
環
境
づ
く
り
を

促
進
す
る
た
め
、
老
朽
化
し
た
危
険
な
空
き
家

の
除
却
を
行
う
人
に
対
し
、
費
用
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

○
対
象
住
宅（
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
こ
と
）

○
申
請
締
め
切
り
日　

12
月
26
日（
月
）

　

平
成
27
年
度
に
地
籍
調
査（
一
筆
地
調
査
）

を
実
施
し
た
地
区
の
地
図（
地
籍
図
原
図
）お

よ
び
簿
冊（
地
籍
簿
案
）の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
閲
覧
で
は
、
土
地
の
所
有
者
、
地
番
、

地
目
、
面
積
、
位
置
お
よ
び
形
状
な
ど
を
確
認

で
き
ま
す
。
ま
た
、
誤
り
な
ど
が
あ
れ
ば
閲
覧

期
間
内
に
訂
正
の
申
し
出
が
で
き
ま
す
。

○
と　

き　

７
月
１
日（
金
）〜
20
日（
水
）午 

　

前
９
時
〜
午
後
５
時（
土･

日･

祝
日
を
除
く
）

○
と
こ
ろ　

左
表
の
と
お
り
で
す
。
地
区
に
よ

　

っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
持
参
す
る
も
の　

印
か
ん（
認
印
可
）
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市
民（
一
般
家
庭
）が
普
段
の
皆
さ
ん
の
生
活

を
通
じ
て
、
節
電
や
省
エ
ネ
を
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２
）の
排
出
量
を
抑
制
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
家
計
に
も
地
球
に
も
や
さ
し
い

エ
コ
ラ
イ
フ
事
業
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
参
加
手
続
き

　

①
参
加
申
込
書
の
提
出　

市
役
所
や
支
所
な

　
　

ど
で
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出

　

②
２
カ
月
分
の
検
針
票
の
提
出　
「
８
月
分
、

　
　

９
月
分
」ま
た
は「
９
月
分
、
10
月
分
」の

　
　

検
針
票（
電
気
量
の
お
知
ら
せ
）の
使
用

　
　

量
が
前
年
度
同
月
比
マ
イ
ナ
ス
３
％
以

　
　

上（
２
カ
月
と
も
に
マ
イ
ナ
ス
３
％
以
上
）

　
　

に
な
っ
て
い
る
人
は
、
申
込
書
裏
に
検
針

　
　

票
を
貼
り
、
申
し
込
み
を
し
た
市
役
所
な

　
　

ど
に
提
出

○
特
典
な
ど

　

①
で
申
込
書
を
提
出
さ
れ
た
人
、全
員
に「
エ

　
　

コ
バ
ッ
ク
」を
進
呈
し
ま
す
。

　

②
で
検
針
票
を
提
出
さ
れ
た
人
の
中
か
ら
取

　
　

り
組
み
な
ど
が
優
秀
な
世
帯
に
対
し
豪
華

　
　

省
エ
ネ
家
電
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

・
最
優
秀
賞
３
世
帯（
省
エ
ネ
液
晶
テ
レ
ビ
）

　

・
優
秀
賞
７
世
帯（
省
エ
ネ
電
子
レ
ン
ジ
）

　

・
そ
の
ほ
か
に
も
省
エ
ネ
家
電
等
を
抽
選
で

　
　

70
世
帯
に
贈
呈
し
ま
す
。

○
参
加
対
象
者　

市
内
の
一
般
世
帯

○
申
込
受
付
期
間　

６
月
13
日（
月
）〜
７
月

　

29
日（
金
）

○
検
針
票
の
提
出
期
限　

10
月
14
日（
金
）

省
エ
ネ
・
節
電
の
例
示　

　

・
こ
ま
め
に
主
電
源
を
切
り
、
長
時
間
使
わ

　
　

な
い
機
器
は
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
プ
ラ
グ
を

　
　

抜
く
。

　

・
テ
レ
ビ
を
見
る
時
間
を
１
時
間
短
く
し
て

　
　

家
族
と
の
会
話
を
楽
し
む
な
ど

　

・
夏
の
冷
房
時
の

　
　

室
温
を
28
℃
に

　
　

す
る
。

　
○
と　

き　

６
月
12
日（
日
）12
時
30
分
〜

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

○
内　

容

　
【
小
学
生
の
部
】

　
　

日
常
の
生
活
の
中
で
感
じ
た
こ
と
を
生
か

　

し
て
、
将
来
、
平
戸
市
が
安
心
し
て
快
適
に

　

生
活
で
き
る
街
、
誰
も
が
住
み
た
く
な
る
街

　

と
な
る
よ
う
な「
未
来
の
平
戸
市
」に
つ
い

　

て
発
表
し
ま
す
。

　
【
中
学
生
の
部
】

　
　

社
会
へ
の
意
見
、
日
常
生
活
や
環
境
問
題
、

　

将
来
の
夢
な
ど
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と

　

や
実
体
験
に
基
づ
い
た
こ
と
を
、
自
分
た
ち

　

の
目
線
で
表
現
し
発
表
し
ま
す
。

　

長
崎
、
佐
賀
、
福
岡
、
熊
本
、
宮
崎
、
鹿
児
島
、

の
18
市
町
村
合
同
で
、
市
税
な
ど
の
徴
収
の
た

め
、
差
押
動
産
の
合
同
公
売
会
を「
入
札
」お

よ
び「
せ
り
売
り
」方
式
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

６
月
18
日（
土
）午
前
９
時
30
分

　

受
付
お
よ
び
開
場

○
と
こ
ろ　

松
浦
市
文
化
会
館　

※

液
晶
テ
レ
ビ
、
貴
金
属
な
ど
約
３
６
０
点
を

　

出
品
予
定
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
昔
話
な
ど
の
語
り
を
は
じ
め
て
み

た
い
人
向
け
に
お
話
を
し
ま
す
。

○
と　

き　

６
月
15
日（
水
）午
前
10
時
30
分
〜

○
と
こ
ろ　

未
来
創
造
館
C
O
L
A
S
平
戸

　

ホ
ー
ル

○
内　

容　

日
本
各
地
を
訪
れ
、
昔
話
を
聞
き

　

集
め
一
人
語
り
を
展
開
し
て
い
る
君
川
み
ち

　

子
氏
を
講
師
に
迎
え
、
学
び
な
が
ら
昔
話
の

　

語
り
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

○
参
加
費　

無
料

問
ま
ち
づ
く
り
課
建
築
営
繕
班

　

☎
内
線
２
２
９
６

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
な
ど
の
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

申
・
問
観
光
課
観
光
振
興
班

　
　
　

☎
内
線
2
2
7
3

市
営
半
元
キ
ャ
ン
プ
場
の
予
約
を

開
始
し
ま
す

　５月18日、平戸市消防本部で「平戸市消防団協力事業所表示証
交付式」が開催されました。
　これは、消防団員を2 人以上雇用し、消防団の活動に積極的
に協力している事業所に「平戸市消防団協力事業所表示証」の交
付が行われるもので、今回は、田平町の株式会社シンコーが交
付を受けました。平成28 年５月現在、14 事業所が認定されて
いて、地域の消防防災力の充実強化など、一層の推進を図るこ
とを目的に、今後も、多くの消防団協力事業所を募集します。

消防団活動に協力
　４月25日、三川内焼のルーツとされる中野焼を焼いた、県指
定史跡「中野窯跡（平戸市山中町紙漉）」が「日本遺産」に認定され
ました。
　中野窯は、文禄・慶長の役で朝鮮半島から連れ帰った陶工に
よって開かれたとされる平戸藩の御用窯で、慶安３年（1650）に
三川内へ移るまでの間、磁器を中心に焼物が焼かれていました。
国内で最も早いトンバイ（耐火レンガ）を使用した窯として知ら
れ、洗練された製品を生産していたことが確認されています。

「中野窯跡」が日本遺産に

中野中野窯跡（茶碗窯）調査状況窯跡（茶碗窯）調査状況中野窯跡（茶碗窯）調査状況
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問
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　

☎
内
線
２
５
７
４

児
童
手
当
の
支
給
お
よ
び
現
況
届

に
つ
い
て 問

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
班

　

☎
内
線
2
6
2
4

平
戸
市
民
生
涯
学
習
講
演
会
の
委

託
先
を
公
募
し
ま
す問

水
道
局
総
務
班

　

☎
22

-

3
8
3
8

6
月
1
日
〜
7
日
は「
第
58
回
水

道
週
間
」で
す

問
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　

☎
内
線
２
６
０
１

第
２
期
平
戸
市
教
育
振
興
基
本
計

画
を
策
定
し
ま
し
た

問
観
光
課
観
光
振
興
班

　

☎
内
線
2
2
7
4

九
十
九
島
サ
ロ
ン
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て

問
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
内
線
２
１
２
４

平
成
28
年
度
第
１
回
消
防
設
備
士

試
験
の
お
知
ら
せ

問
行
革
推
進
課
広
報
情
報
班

　
　
　
　
　

☎
内
線
2
3
5
4

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

対象年齢

対象児童1人
あたりの手当
月額

中学校卒業まで(15歳到達後最初の
3月31日まで)

児童手当　【所得制限限度額未満の人】
　 ▼ 3歳未満（一律）1万5,000円
　 ▼ 3歳～小学校修了前まで
　　（第1・2子）1万円
　　（第3子以降）1万5,000円
　 ▼ 中学生（一律）1万円
特例給付　【所得制限限度額以上の人】
　 ▼ 一律　5,000円（児童１人あたり）

申
請
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

○
現
況
届
の
提
出

　
　

現
況
届
は｢

児
童
手
当｣

の
受
給
資
格
の
有 

　

無
を
確
認
す
る
た
め
に
行
う
更
新
手
続
き
で

　

す
。
対
象
者
に
は
６
月
中
旬
に｢

児
童
手
当

　

現
況
届｣

を
送
付
し
ま
す
。
６
月
以
降
分
の

　

受
給
に
必
要
な
届
出
な
の
で
、
受
付
期
間
内

　

に
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
試
験
日　

８
月
28
日（
日
）

○
試
験
会
場　

長
崎
大
学（
長
崎
市
文
教
キ
ャ

　

ン
パ
ス
）・
長
崎
県
立
大
学
・
五
島
振
興
局
・

　　

市
で
は
、
市
民
が
主
体
と
な
り
、
企
画
立
案
・

開
催
ま
で
を
行
う「
平
戸
市
民
生
涯
学
習
講
演

会
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
グ
ル
ー

プ
で
計
画
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
講
演
内
容
・
時
期　

自
由（
た
だ
し
、
営
利
、

　

宗
教
勧
誘
、
政
治
的
利
用
を
目
的
と
し
な
い

　

も
の
に
限
る
）

○
委
託
費　

上
限
50
万
円

○
用　

件　

①
市
内
に
本
拠
地
を
置
く
グ
ル
ー

　

プ 

②
３
０
０
人
以
上
の
講
演
会
を
開
催 

③

　

誰
で
も
無
料
で
参
加
で
き
る
こ
と
な
ど
。

　
　

市
で
は
、
年
２
回
程
度
、
開
催
を
予
定
し

　

て
い
ま
す
。
開
催
の
際
に
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く

　

だ
さ
い
。

　

６
月
は
、
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す
。
子
ど

も
が
生
ま
れ
た
り
、
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入

し
た
と
き
は
、
現
住
所
の
市
区
町
村（
公
務
員

の
場
合
は
勤
務
先
）に
、「
認
定
請
求
書
」を
提

出（
申
請
）す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
市
区
町

村
の
認
定
を
受
け
れ
ば
、
原
則
と
し
て
、
申
請

し
た
月
の
翌
月
分
の
手
当
か
ら
支
給
し
ま
す
。

　

壱
岐
振
興
局
・
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー

○
試
験
の
種
類　

　

甲
種（
特
類
・
第
１
類
〜
第
５
類
）　　
　
　

　

乙
種（
第
１
類
〜
第
７
類
）

○
願
書
受
付
期
間

　

書
面
申
請　

平
成
28
年
６
月
20
日（
月
）〜

　

７
月
１
日（
金
）

　

電
子
申
請　

平
成
28
年
６
月
17
日（
金
）〜

　

28
日（
火
）

　

書
面
申
請
の
た
め
の
受
験
願
書
の
用
紙
、
受

験
案
内
な
ど
は（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
長
崎
県
支
部
、
長
崎
県
消
防
保
安
室
、
長

崎
県
各
振
興
局（
長
崎･

県
央
を
除
く
）、
県
内

の
消
防
署
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

西
海
国
立
公
園
の
自
然
に
つ
い
て
専
門
家
に

話
題
を
提
供
し
て
も
ら
い
、
語
り
合
い
、
交
流

の
場
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

○
と　

き　

７
月
３
日（
日
） 

午
後
１
時
〜

○
と
こ
ろ　

九
十
九
島
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
２

　

階（
九
十
九
島
パ
ー
ル
シ
ー
リ
ゾ
ー
ト
内
）

○
講　

師　

長
崎
大
学
名
誉
教
授
中
西
弘
樹
氏

○
募
集
定
員　

30
人
程
度

○
応
募
方
法　

申
し
込
み
不
要

　

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
九
十
九
島
ビ

　
　

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

　
　

だ
さ
い
。

　

℡
０
９
５
６-
28-
７
９
１
９

な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
　

　

市
で
は
、
教
育
基
本
法
や
平
戸
市
教
育
方
針

に
掲
げ
ら
れ
た
教
育
理
念
を
実
現
す
る
た
め
、

平
戸
市
総
合
計
画
の
内
容
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

本
市
教
育
に
関
す
る
総
合
的
な
計
画
と
し
て
、

第
２
期
平
戸
市
教
育
振
興
基
本
計
画
を
策
定
し

ま
し
た
。
計
画
の
対
象
範
囲
を
学
校
教
育
や
生

涯
教
育（
社
会
教
育
）お
よ
び
文
化
振
興
と
し
、

計
画
期
間
を
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
ま

で
の
５
年
間
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
明
日
を
担
う
人
材
の
育
成
と
個
性
豊
か
な

地
域
文
化
の
振
興
」を
理
念
に
、
次
の
３
つ
の

重
点
目
標
を
掲
げ
、
教
育
施
策
の
展
開
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

Ⅰ　

高
い
志
を
も
つ
人
づ
く
り（
学
校
教
育
）

　

・
確
か
な
学
力
と
健
や
か
な
育
ち
を
保
障
す

　
　

る
学
校
教
育
の
推
進

Ⅱ　

地
域
を
担
う
人
づ
く
り（
社
会
教
育
）

　

・
生
涯
学
習
と
地
域
の
課
題
解
決
を
目
指
す

　
　

社
会
教
育
の
推
進　

Ⅲ　

郷
土
を
愛
す
る
人
づ
く
り（
文
化
・
文
化

　
　

財
）

　

・
歴
史
・
文
化
遺
産
の
保
存
・
継
承
・
活
用

　
　

と
文
化
活
動
の
推
進

　

ま
た
、
本
計
画
は
、
第
１
期
計
画
の
検
証
を

踏
ま
え
、
５
年
間
の
取
り
組
み
に
対
す
る
各
施

策
の
目
指
す
成
果
指
標
を
よ
り
具
体
的
に
設
定

し
て
お
り
、
定
期
的
な
進
捗
管
理
を
行
う
こ
と

　　

６
月
１
日（
水
）か
ら
水
道
週
間
が
始
ま
り

ま
す
。
水
道
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な

い
大
切
な
財
産
で
す
。
こ
の
機
会
に
も
う
一
度

水
道
の
大
切
さ
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
水
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
】

　

水
道
水
は
川
や
ダ
ム
の
水
を
使
っ
て
作
っ
て

い
ま
す
。
普
段
の
生
活
の
中
で
水
が
な
く
な
る

と
い
う
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
は
少
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
雨
が
長
期
間
降
ら
な
け
れ
ば
枯
渇

し
て
渇
水
と
い
う
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

夏
場
は
特
に
渇
水
の
危
機
が
高
く
な
り
ま
す
。

普
段
か
ら
節
水
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
水
道
局
か
ら
の
お
願
い
】

　

水
を
作
り
、
送
り
出
す
た
め
に
必
要
な
お
金

の
大
半
を
賄
っ
て
い
る
の
は
水
道
料
金
で
す
。

水
道
料
金
は
１
カ
月
に
ど
れ
だ
け
水
を
使
っ
た

か
が
わ
か
る
量
水
器（
水
道
メ
ー
タ
ー
）を
検

針
し
て
計
算
し
ま
す
。

　

量
水
器
の
あ
る
場
所
は
家
庭
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
が
、
量
水
器
の
上
に
物
を
置
い
た
り
、

草
で
覆
わ
れ
て
い
た
り
、
近
く
に
エ
ア
コ
ン
の

室
外
機
な
ど
の
障
害
物
が
あ
る
と
検
針
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
量
水
器
の
ふ
た
が
き

ち
ん
と
開
い
て
、
中
の
メ
ー
タ
ー
が
は
っ
き
り

と
読
み
取
れ
る
よ
う
に
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
水
道
料
金
の
お
支
払
い
に
は
、
便
利

と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
計
画
は
平
戸
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
と
と
も
に
、
各
支
所
・
出
張
所
、
公

民
館
お
よ
び
図
書
館
な
ど
で
も
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入

門
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

６
月
25
日
（
土
）
午
後
１
時
〜
午

　

後
２
時
30
分

○
と
こ
ろ　

田
平
町
民
セ
ン
タ
ー

○
内　

容　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
っ
て
何
だ
ろ

　

う
」「
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
い
方
が
分
か
ら
な

　

い
」な
ど
の
お
悩
み
を
お
持
ち
の
人
を 

対

　

ッ
ト
入
門
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
な
お
タ

　

ブ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
主
催
者
側
で
準
備

　

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
受
講
料　

無
料

○
定　

員　

15
人

○
申
込
先　

電
話
で
田
平
町
民
セ
ン
タ
ー（
℡

　

57
‐
0
2
0
7
）ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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でも
簡単に

できます♪



県
北
保
健
所 

地
域
保
健
課
健
康
対
策
班

☎
57

-

３
９
３
３

問
H
I
V（
エ
イ
ズ
）検
査
を
受
け
て

み
ま
せ
ん
か
？

長
崎
地
方
法
務
局

☎
０
９
５

-

８
２
６

-

８
１
２
７

問

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
強
化
週
間

平
戸
美
術
振
興
会 

会
長 

糟
谷
進

☎
23
‐
３
９
０
４

問

第
８
回
ひ
ら
ど
美
振
展
･
長
寿
展
の

開
催
に
つ
い
て

長
崎
県
医
療
人
材
対
策
室

☎
0
9
5-

8
9
5-

2
4
2
1

問

平
成
28
年
度
長
崎
県
医
学
修
学
生
の

募
集

シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど

☎
23

-

８
３
５
１

申
・
問

シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど
か
ら
の
お
知

ら
せ

通常検査

検 査 日

時　　間

検査項目

結　　果

月曜日～金曜日（要予約）

9：00～ 17：00

第１月曜日（要予約）

17：30～ 19：00

HIV（エイズ）検査と同時にクラミジア、B型

肝炎抗原、C型肝炎抗体も検査できます

２週間後以降に保健所で面談にて説明

夜間検査

　

卒
業
後
の
義
務
期
間
を
終
了
し
た
と
き
は
、

元
金
と
利
息
の
返
還
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

制
度
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど
で
は
、
夏
休
み
期
間
中

の
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
ま
す
。

○
勤
務
地　

シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど

○
勤
務
内
容　

プ
ー
ル
の
監
視
お
よ
び
清
掃

○
勤
務
期
間　

夏
休
み
の
間
お
よ
び
７
月
の
土

　

曜
と
日
曜

○
勤
務
条
件　

１
日
約
６
時
間
週
29
時
間

　

週
休
２
日　

時
給
７
５
０
円

　

※

土
曜
、
日
曜
、
お
盆
に
出
勤
で
き
る
人

　

６
月
１
日
〜
７
日
は「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週

間
」で
す
。

　

県
北
保
健
所
で
も
、
希
望
さ
れ
る
人
に
と
く

名
・
無
料
で
H
I
V（
エ
イ
ズ
）検
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
予
約
制
で
す
の
で
、
必
ず
電
話
で

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

６
月
27
日（
月
）か
ら
７
月
３
日（
日
）（
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で
。
た
だ
し
、
土

日
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）ま
で
子

ど
も
の
人
権
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
し
ま

す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

℡
０
１
２
０-

０
０
７-

　

１
１
０（
通
話
料
無
料
）
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市
内
の
一
般
の
人
か
ら
、
絵
画･

書･

工
芸･

写
真･

デ
ザ
イ
ン･
彫
刻
な
ど
の
作
品
を
募
集
し
、

展
示
し
ま
す
。

○
と　

き　

６
月
３
日（
金
）〜
５
日（
日
）午 

　

前
10
時
〜
午
後
６
時（
５
日
は
午
後
４
時
ま

　

で
）

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
中
ホ
ー
ル

○
内　

容　

出
品
要
項
お
よ
び
申
込
書
は
各
公

　

民
館
に
あ
り
ま
す
の
で
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

○
入
場
料　

無
料

　

長
崎
県
で
は
、
大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
離

島
の
病
院
な
ど
に
勤
め
る
学
生
の
皆
さ
ん
に
修

学
資
金
を
貸
与
し
て
い
ま
す
。

○
対
象
者　

大
学
医
学
部
学
生

○
募
集
期
間　

６
月
30
日（
木
）ま
で

○
選
考
方
法　

７
月
中
に
面
接
を
実
施

　
（
日
時
、
場
所
は
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
）

○
卒
業
後
の
身
分
・
義
務

　

①
長
崎
県
病
院
企
業
団
な
ど
の
職
員
と
し
て
、

　
　

勤
務
す
る
。

　

②
貸
与
を
受
け
た
期
間
の
１
．５
倍
の
期
間
、

　
　

知
事
が
指
定
す
る
医
療
機
関
に
勤
務
す
る
。

○
貸
与
金　

入
学
金
、
授
業
料
、
生
活
費
な
ど

　
（
貸
与
利
率　

年
14
．５
％
）

　　【
平
戸
地
区
】　　

岩
本　

麻
梨
乃 

雄 

宝
亀
第
3

寺
田　

恵
菜 

健
悟 

主
師

津
上　

稜
吾 

隆
行 

川
内
在

馬
込　

響
己 

博
之 

田
原
崎

柴
山　

桜
綺 

寿
男 

宮
の
浦

山
下　

暖
人 

拓
也 

上
大
垣

増
山　

秀
粋 

誉 

上
大
垣

山
本　

悠
璃 

諒
馬 

神
上

宮
川　

嵩
規 

博
規 

宮
の
浦

森
﨑　

ミ
リ
ア 

啓
好 

紐
差
第
４

【
生
月
地
区
】

松
山　

愛
叶 

裕
希 

堺
目

【
田
平
地
区
】

大
水　

凜 

雄
也 

小
崎

　

高　

心
陽 

明
良 

米
の
内　

竹
田　

愛
翔 

祐
大 

永
田

濵
野　

来
希 

和
也 

福
崎

神
田　

結
愛 

真
也 

永
田

森　
　

実
花 

和
泉 

野
田

【
平
戸
地
区
】

川
村　

益
子 

85
歳 
4
／
15 

神
船

橋
口　

厚
則 

64
歳 
4
／
17 

津
吉
中
央

城
岩　

繁
行 

91
歳 
4
／
18 

猪
渡
谷

川
内　

サ
ダ
子 

78
歳 
4
／
18 

中
の
崎

馬
場　

信
定 

81
歳 
4
／
20 

紐
差
第
１

藤
澤　

美
智
雄 

87
歳 
4
／
21 

向
月

中
倉　

キ
ミ
子 

88
歳 
4
／
22 

宮
の
町

日
高　

幸
好 

67
歳 
4
／
23 

下
中
津
良

浦
上　

秋
太
郎 

94
歳 
4
／
25 

野
子

眞
辺　

靜
男 

85
歳 
4
／
25 

鮎
川

松
口　

幸
助 

76
歳 
4
／
25 

根
獅
子
第
２

城
岩　

洋
三 

83
歳 
4
／
28 

猪
渡
谷

冨
田　

幸
子 

91
歳 
4
／
28 

中
の
崎

松
元　

健
二 

72
歳 
4
／
29 

神
上

田
口　

傳 

80
歳 
4
／
29 

潮
の
浦

坂
本　

安
夫 

66
歳 
4
／
30 

木
ヶ
津
第
４

八
木
原 

イ
チ
子 
98
歳 
5
／
2 

紐
差
第
４

山
浦　

權
作 

71
歳 
5
／
7 

高
越

西　
　

カ
ズ
子 

94
歳 
5
／
8 

職
人
町

福
海　

德
太
郎 

62
歳 
5
／
8 

川
内
浦

山
口　

光
美 

61
歳 
5
／
10 

明
の
川
内

田
中　

幸
保 

82
歳 
5
／
11 

船
越

江
口　

幸
雄 

69
歳 
5
／
11 

志
々
伎
岡

橋
村　

直
弘 

82
歳 
5
／
12 

船
木

里
﨑　

明 

83
歳 
5
／
13 

早
福

　

甲
屋　

伸
子 

88
歳 
5
／
13 

紐
差
第
１

貞
方　

和
子 

81
歳 
5
／
13 

薄
香
浦

髙
山　

亨 

84
歳 
5
／
13 

光
の
園

園
田　

幸 

78
歳 
5
／
14 

山
中

【
生
月
地
区
】

吉
田　

功 

75
歳 
4
／
17 

壱
部

久
家　

治
一 

62
歳 
4
／
23 

浦
南

塩
屋　

勝
義 

76
歳 
4
／
28 

舘
浦
浜

今
野　

チ
ヱ
子 

85
歳 
4
／
28 

浦
北

高
村　

一
夫 

81
歳 
4
／
29 

舘
浦
潮
見

前
田　
　

一 

84
歳 
4
／
30 

舘
浦
潮
見

岳
下　

喜
久
枝 

88
歳 
5
／
10 

浦
南

尾
﨑　

ノ
ブ
ヱ 

83
歳 
5
／
11 

浦
北

川
畑　
　

惠 

91
歳 
5
／
12 

舘
浦
浜

【
田
平
地
区
】

新
立　

ト
シ
ノ 

97
歳 
4
／
18 
下
寺

中
村　

誠
一 

82
歳 
4
／
20 
永
田

前
田　

豊 

85
歳 
4
／
21 
小
崎

稲
澤　

ス
ヱ
子 

75
歳 
4
／
23 
米
の
内

岩
﨑　

ツ
ギ 

94
歳 
4
／
26 
平
戸
口

市
川　

芳
夫 

85
歳 
4
／
26 
小
崎

森　
　

モ
ミ 

99
歳 
5
／
6 
福
崎

山
﨑　

恭
子 

86
歳 
5
／
9 
山
内

谷
川　

ミ
ツ
ヱ 

92
歳 
5
／
10 
下
亀　

【
大
島
地
区
】

川
畑　

宮
子 

79
歳 
4
／
30 
前
平

久
保
川　

イ
ワ 

88
歳 
5
／
4 
前
平

　
　
　
　
　
　

（
４
／
16
〜
５
／
15
受
付
分
）

い
わ
も
と 

ま　

り　

の 

ゆ
う

て
ら　
だ 

　
え　

な 

け
ん　
ご

　
つ　
が
み 

り
ょ
う
ご 

た
か
ゆ
き

　
ま　
ご
め 

ひ
び　
き 

ひ
ろ
ゆ
き

し
ば
や
ま 

お
う　
き 

と
し　
お

や
ま
し
た 

は
る
と 

た
く　
や

ま
す
や
ま 

し
ゅ
う
す
い 

ほ
ま
れ

や
ま
も
と 

ゆ
う　
り 

り
ょ
う
ま

み
や
が
わ 

た
か
な
り 

ひ
ろ
の
り

も
り
さ
き 

 

ひ
ろ
よ
し

 

ま
つ
や
ま 

あ
い　
と 

ゆ
う　
き

お
お
み
ず 

り
ん 

ゆ
う　
や

い
え
た
か 

　
こ
と
は 

　
あ
き
ら

た
け　
だ 

ま
な　
と 

ゆ
う
だ
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火災
救急

件　数
死　者
負傷者

◎Ｈ28.4月末までの交通事故件数

◎Ｈ28.4月末までの火災救急件数

◎人口の動き
■平戸市人口／32,872（－113）
　男性／15,410人（－86）
　女性／17,462人（－27）
■世帯数　14,229戸（13）
※（　）は、前月との比較
　　　　　平成28年5月1日現在

※（ 　）内は昨年同期

※（ 　）内は昨年同期
（重傷）   3人　（軽傷）18人

（21件）
（  0人）
（32人）

16件
0人
21人

8件）
566件（582件）

　　　　8件（
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